日本におけるHIVスクリーニングとパートナーノーテイフィケーションプログラムの費用効果分析 by Rahman, Mahbubur



















博 士 (医 学)
医 博 第 2002号
平 成 10年 3 月 23日
学 位 規 則 第 4 条 第 1項 該 当






論文調査委員 教 授 中 原 俊 隆 教 授 速 水 正 憲 教 授 福 井 次 失

























論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
わが国においてAIDS発症を予防する手段としてのHIVスクリーニングプログラムの費用効果分析を行った｡1)スク
リーニングを実施し,陽性者に予防的治療を行う,2)スクリーニングを行わない,の2つのストラテジーの費用効果性を,
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有病率の異なる集団につき比較した｡その結果,有病率が0.1%以上の集団ではHIVスクリーニングプログラムは費用効
果的であった｡
次にHIVの感染を予防する方策としての partnernoti丘cationprogram(PNP)をわが国で施行した場合の費用効果を検
討した｡新たなHIV陽性者を発見するための費用は1人あたりUS$810-3,205であった｡1995年のHIVに感染した患者
の合計と推定partner数を用い,かつPNPの効果についてモデルを考慮して,PNPを行った時と行わなかった時とを比べ
た費用効果分析を行った｡費用効果性に影響を与えると考えられる因子のとりうる範囲全ての数値についてPNPは費用効
果的であり,かつわが国における他の多くの医療的介入の費用効果性に優っていた｡以上より,HIV予防ストラテジーの
一部としてのPNPの実施が強く勧められる結果となった｡
これらの研究はHIVの感染予防とAIDSの発症予防に大きく貢献すると考えられ,学位論文として価値あるものと認め
る｡
なお,本学位授与申請者は,平成10年2月2日実施の論文内容とそれに関連した試問を受け,合格と認められたものであ
る｡
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